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A．研究目的 

本研究の目的は、被災地での亜症候性の

抑うつ症状に対する支援者向けマニュアル

や教育資材等を作成し、地域支援者への教

育を行うことでその普及を図ることである。 

 

B．研究方法 

われわれは、平成 23 年 7月より宮城県女

川町において、地域保健を基盤にしたここ

ろのケア体制の整備や、その活動を支える

医療保健福祉関連の支援者に対する認知行

動療法のスキル研修の提供、また、傾聴ボ

ランティアの育成にあたってきた。その経

験を踏まえて、平成 24 年度には、被災地に

おける簡易版認知行動療法プログラム案を

作成し、関連の教育資材を作成した。また、

平成 25 年度には、女川町でのボランティア

育成研修に加えて、女川町民を対象とした

市民向け講演会を実施した。また、他機関

と協働して同プログラムを他地域において

も展開した。さらに、平成 26 年度は、女川

町でのボランティア育成研修に加えて、保

健スタッフが簡易版認知行動療法を地域で

展開できるように、スタッフ向けの勉強会
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を持ってもらうように工夫した。また、午

後の部と夜の部を開催し、さまざまな年齢

層の方に受講していただけるように配慮し

た。午後の部の参加者は

加者は

また、

は、

生らが中心となって

エクササイズ研修」が実施され、分担研究

者らが共催した。

また、ふくしま心のケアセンター

駐在）

島県民、および、加須市内を除く埼玉県内

に避難中の福島県双葉町民を対象として、

認知行動療法を用いたうつ病予防のプログ

ラムと茶話会形式のサロン活動の展開を

たいという

究者が行う

った

社会福祉

ーションを実施し

訂を行って

を対象

は表１に示す）

で扱う内容を包括的に学べる「健康づくり

リーダー育成研修（全

した（研修の詳細は表１に示す）。

 

②市民向け研修

女川町民を対象とした認知行動療法の基

礎を学ぶことを目的とした講演会「老若男

女女川町民のための

を実施した。講演会の実施にあたっては、

町報で研修会の周知を行うとともに、認知

行動療法について解説した小冊子をチラシ

と共に全戸配付して、講演会の内容に関心

を持ってもらうように工夫した。また、午

後の部と夜の部を開催し、さまざまな年齢

層の方に受講していただけるように配慮し

た。午後の部の参加者は

加者は 29 名であった。

また、宮城県岩沼市、仙台市、太白区で

は、東北大学の上田一気先生、松本和紀先

生らが中心となって

エクササイズ研修」が実施され、分担研究

者らが共催した。

また、ふくしま心のケアセンター

駐在）の職員から、

島県民、および、加須市内を除く埼玉県内

に避難中の福島県双葉町民を対象として、

認知行動療法を用いたうつ病予防のプログ

ラムと茶話会形式のサロン活動の展開を

たいという相談

究者が行う女川町での

った後、同センター職員

社会福祉協議会職員を対象にデモンストレ

ーションを実施し

訂を行って、加須市内に避難中の双葉町民

を対象にした研修を試みた

は表１に示す）

を包括的に学べる「健康づくり

リーダー育成研修（全 9回）」を

した（研修の詳細は表１に示す）。

②市民向け研修 

町民を対象とした認知行動療法の基

礎を学ぶことを目的とした講演会「老若男

女女川町民のためのこころのエクササイズ」

を実施した。講演会の実施にあたっては、

町報で研修会の周知を行うとともに、認知

行動療法について解説した小冊子をチラシ

と共に全戸配付して、講演会の内容に関心

を持ってもらうように工夫した。また、午

後の部と夜の部を開催し、さまざまな年齢

層の方に受講していただけるように配慮し

た。午後の部の参加者は 39

名であった。 

宮城県岩沼市、仙台市、太白区で

東北大学の上田一気先生、松本和紀先

生らが中心となって市民向けの「こころの

エクササイズ研修」が実施され、分担研究

者らが共催した。 

また、ふくしま心のケアセンター

から、加須市内に避難中の福

島県民、および、加須市内を除く埼玉県内

に避難中の福島県双葉町民を対象として、

認知行動療法を用いたうつ病予防のプログ

ラムと茶話会形式のサロン活動の展開を

相談があった。そこで、

女川町での活動に同行してもら

センター職員が中心となって

協議会職員を対象にデモンストレ

ーションを実施し、その後、

加須市内に避難中の双葉町民

研修を試みた

は表１に示す）。 

を包括的に学べる「健康づくり

回）」を行うことに

した（研修の詳細は表１に示す）。 

町民を対象とした認知行動療法の基

礎を学ぶことを目的とした講演会「老若男

こころのエクササイズ」

を実施した。講演会の実施にあたっては、

町報で研修会の周知を行うとともに、認知

行動療法について解説した小冊子をチラシ

と共に全戸配付して、講演会の内容に関心

を持ってもらうように工夫した。また、午

後の部と夜の部を開催し、さまざまな年齢

層の方に受講していただけるように配慮し

39 名、夜の部の参

宮城県岩沼市、仙台市、太白区で

東北大学の上田一気先生、松本和紀先

市民向けの「こころの

エクササイズ研修」が実施され、分担研究

また、ふくしま心のケアセンター（加須

加須市内に避難中の福

島県民、および、加須市内を除く埼玉県内

に避難中の福島県双葉町民を対象として、

認知行動療法を用いたうつ病予防のプログ

ラムと茶話会形式のサロン活動の展開を

があった。そこで、分担研

活動に同行してもら

が中心となって

協議会職員を対象にデモンストレ

、その後、プログラム改

加須市内に避難中の双葉町民

研修を試みた（各研修の詳細

を包括的に学べる「健康づくり

行うことに

町民を対象とした認知行動療法の基

礎を学ぶことを目的とした講演会「老若男

こころのエクササイズ」

を実施した。講演会の実施にあたっては、

町報で研修会の周知を行うとともに、認知

行動療法について解説した小冊子をチラシ

と共に全戸配付して、講演会の内容に関心

を持ってもらうように工夫した。また、午

後の部と夜の部を開催し、さまざまな年齢

層の方に受講していただけるように配慮し

名、夜の部の参

宮城県岩沼市、仙台市、太白区で

東北大学の上田一気先生、松本和紀先

市民向けの「こころの

エクササイズ研修」が実施され、分担研究

（加須

加須市内に避難中の福

島県民、および、加須市内を除く埼玉県内

に避難中の福島県双葉町民を対象として、

認知行動療法を用いたうつ病予防のプログ

ラムと茶話会形式のサロン活動の展開をし

分担研

活動に同行してもら

が中心となって、

協議会職員を対象にデモンストレ

グラム改

加須市内に避難中の双葉町民

研修の詳細



 

③ボランティア活動の支援

平成

ンティア研修」の修了生たちが中心となっ

て、仮設住宅内の集会所などで「お茶っこ

飲み会」を行った

す）。「お茶っこ飲み会」は、女川町内の仮

設住宅集会所で実施した他、出島の島民を

対象に実施したり、仙台市に移住している

みなし仮設入居者等を対象にも実施した。

お茶っこ飲み会では、

する講話の他、傾聴ボランティアが中心と

なって、うつ病の啓発紙芝居『海猫太郎』

を女川方言で作成して披露したり、ハーモ

ニカに合わせて歌を歌ったり、大漁旗で服

を作り踊りを披露

を食べて談笑し合うなど、楽しいひととき

を過ごす場を提供した。

 

 

④簡易型認知行動療法教育プログラムの

③ボランティア活動の支援

平成 23 年度から実施した「聴き上手ボラ

ンティア研修」の修了生たちが中心となっ

て、仮設住宅内の集会所などで「お茶っこ

飲み会」を行った

「お茶っこ飲み会」は、女川町内の仮

設住宅集会所で実施した他、出島の島民を

対象に実施したり、仙台市に移住している

みなし仮設入居者等を対象にも実施した。

お茶っこ飲み会では、

する講話の他、傾聴ボランティアが中心と

なって、うつ病の啓発紙芝居『海猫太郎』

を女川方言で作成して披露したり、ハーモ

ニカに合わせて歌を歌ったり、大漁旗で服

を作り踊りを披露

を食べて談笑し合うなど、楽しいひととき

を過ごす場を提供した。

④簡易型認知行動療法教育プログラムの

③ボランティア活動の支援 

年度から実施した「聴き上手ボラ

ンティア研修」の修了生たちが中心となっ

て、仮設住宅内の集会所などで「お茶っこ

飲み会」を行った（活動の詳細は表１に示

「お茶っこ飲み会」は、女川町内の仮

設住宅集会所で実施した他、出島の島民を

対象に実施したり、仙台市に移住している

みなし仮設入居者等を対象にも実施した。

お茶っこ飲み会では、こころの健康に関

する講話の他、傾聴ボランティアが中心と

なって、うつ病の啓発紙芝居『海猫太郎』

を女川方言で作成して披露したり、ハーモ

ニカに合わせて歌を歌ったり、大漁旗で服

を作り踊りを披露したり、手作りのお菓子

を食べて談笑し合うなど、楽しいひととき

を過ごす場を提供した。 

④簡易型認知行動療法教育プログラムの

 

年度から実施した「聴き上手ボラ

ンティア研修」の修了生たちが中心となっ

て、仮設住宅内の集会所などで「お茶っこ

の詳細は表１に示

「お茶っこ飲み会」は、女川町内の仮

設住宅集会所で実施した他、出島の島民を

対象に実施したり、仙台市に移住している

みなし仮設入居者等を対象にも実施した。

こころの健康に関

する講話の他、傾聴ボランティアが中心と

なって、うつ病の啓発紙芝居『海猫太郎』

を女川方言で作成して披露したり、ハーモ

ニカに合わせて歌を歌ったり、大漁旗で服

したり、手作りのお菓子

を食べて談笑し合うなど、楽しいひととき

④簡易型認知行動療法教育プログラムの

年度から実施した「聴き上手ボラ

ンティア研修」の修了生たちが中心となっ

て、仮設住宅内の集会所などで「お茶っこ

の詳細は表１に示

「お茶っこ飲み会」は、女川町内の仮

設住宅集会所で実施した他、出島の島民を

対象に実施したり、仙台市に移住している

みなし仮設入居者等を対象にも実施した。 

こころの健康に関

する講話の他、傾聴ボランティアが中心と

なって、うつ病の啓発紙芝居『海猫太郎』

を女川方言で作成して披露したり、ハーモ

ニカに合わせて歌を歌ったり、大漁旗で服

したり、手作りのお菓子

を食べて談笑し合うなど、楽しいひととき

 

④簡易型認知行動療法教育プログラムの

教材作成

平成２５年度は、教育資材として「

地における支援者育成プログラム～コミュ

ニケーションスキル編～

教材

と良好な関係を築き、話をきちんと聞く（傾

聴）ための研修方法を示した

研修のねらい、研修時間の目安、必要な備

品・教材、研修の流れや内容を説明し、具

体的な研修の進め方を解説し、演習を行う

際のパワーポイント（映写用・配付用）、ワ

ークシート等も付属の

く活用してもらえるように努めた。

 

【平成

平成

（女川町）、②

け研修、

 

①ボランティア

 平成

住宅「女川町運動公園住宅」において聴き

上手ボランティア

の詳細は表１に示す）

3 ヶ月程度が経過しても、住宅内の住民同

教材作成  

平成２５年度は、教育資材として「

地における支援者育成プログラム～コミュ

ニケーションスキル編～

教材は、被災地域で支援を行う際に、相手

と良好な関係を築き、話をきちんと聞く（傾

聴）ための研修方法を示した

研修のねらい、研修時間の目安、必要な備

品・教材、研修の流れや内容を説明し、具

体的な研修の進め方を解説し、演習を行う

際のパワーポイント（映写用・配付用）、ワ

ークシート等も付属の

く活用してもらえるように努めた。

 

【平成 26 年度】

平成 26 年度は、①ボランティア

（女川町）、②市民向け

け研修、を実施した。

 

①ボランティア

平成 26 年春に新設された災害

住宅「女川町運動公園住宅」において聴き

上手ボランティア

の詳細は表１に示す）

ヶ月程度が経過しても、住宅内の住民同

平成２５年度は、教育資材として「

地における支援者育成プログラム～コミュ

ニケーションスキル編～」を作成した。本

は、被災地域で支援を行う際に、相手

と良好な関係を築き、話をきちんと聞く（傾

聴）ための研修方法を示した

研修のねらい、研修時間の目安、必要な備

品・教材、研修の流れや内容を説明し、具

体的な研修の進め方を解説し、演習を行う

際のパワーポイント（映写用・配付用）、ワ

ークシート等も付属の CD-

く活用してもらえるように努めた。

年度】 

年度は、①ボランティア

市民向け研修、③

を実施した。 

①ボランティア育成研修 

年春に新設された災害

住宅「女川町運動公園住宅」において聴き

上手ボランティア育成研修を

の詳細は表１に示す）。公営住宅に移住して

ヶ月程度が経過しても、住宅内の住民同

平成２５年度は、教育資材として「

地における支援者育成プログラム～コミュ

」を作成した。本

は、被災地域で支援を行う際に、相手

と良好な関係を築き、話をきちんと聞く（傾

聴）ための研修方法を示したものである

研修のねらい、研修時間の目安、必要な備

品・教材、研修の流れや内容を説明し、具

体的な研修の進め方を解説し、演習を行う

際のパワーポイント（映写用・配付用）、ワ

-ROM に収めて、広

く活用してもらえるように努めた。 

 

年度は、①ボランティア育成

研修、③スタッフ向

 

年春に新設された災害復興公営

住宅「女川町運動公園住宅」において聴き

研修を行った（研修

公営住宅に移住して

ヶ月程度が経過しても、住宅内の住民同

平成２５年度は、教育資材として「被災

地における支援者育成プログラム～コミュ

」を作成した。本

は、被災地域で支援を行う際に、相手

と良好な関係を築き、話をきちんと聞く（傾

ものである。

研修のねらい、研修時間の目安、必要な備

品・教材、研修の流れや内容を説明し、具

体的な研修の進め方を解説し、演習を行う

際のパワーポイント（映写用・配付用）、ワ

に収めて、広

 

育成研修

スタッフ向

復興公営

住宅「女川町運動公園住宅」において聴き

（研修

公営住宅に移住して

ヶ月程度が経過しても、住宅内の住民同



士の交流が少なく、身近な人とコミュニケ

ーションを図る場を求めて本研修に参加し

た人が多い

ランティアが

「お茶っこ飲み

会」を開催し、

住民同士の相互

交流の促進を図

った。

 

②市民向け研修

東北大学の上田一気先生、松本和紀先生

らが中心となって、宮城県

けの「こころのエクササイズ研修」が実施

され、分担研究者らが共催した。

 

③スタッフ向け研修

福島県楢葉町は、東日本大

東京電力福島第一原発事故の影響で全町避

難を実施して

町計画が進んでいる

まえて、福島県楢葉町住民福祉課の保健師

等から、帰町後の町民のこころの健康をサ

ポートする支援員の育成に簡易版認知行動

療法プログラムを導入したいという依頼を

受けた。そこで、心身の健康を維持しなが

ら町民が生活できること、また、町民の誰

もが心と体の健康づくりを支援する担い手

になることを目的に、

教育プログラム

サポート研修会」を企画することにした。

研修会

職員、町村保健師、看護師、こころのケア

センター職員など

委員、食生活改善委員、生き活き健康大学

修了者、各種サークルリーダー、健康づく

士の交流が少なく、身近な人とコミュニケ

ーションを図る場を求めて本研修に参加し

た人が多い様子であったため、

ランティアが 2014

「お茶っこ飲み

会」を開催し、

住民同士の相互

交流の促進を図

った。 

②市民向け研修 

東北大学の上田一気先生、松本和紀先生

らが中心となって、宮城県

けの「こころのエクササイズ研修」が実施

され、分担研究者らが共催した。

③スタッフ向け研修

福島県楢葉町は、東日本大

東京電力福島第一原発事故の影響で全町避

難を実施しているが、

町計画が進んでいる

まえて、福島県楢葉町住民福祉課の保健師

等から、帰町後の町民のこころの健康をサ

ポートする支援員の育成に簡易版認知行動

療法プログラムを導入したいという依頼を

受けた。そこで、心身の健康を維持しなが

ら町民が生活できること、また、町民の誰

もが心と体の健康づくりを支援する担い手

になることを目的に、

教育プログラム「支援者のための心の健康

サポート研修会」を企画することにした。

研修会は計 4 回で構

職員、町村保健師、看護師、こころのケア

センター職員など

委員、食生活改善委員、生き活き健康大学

修了者、各種サークルリーダー、健康づく

士の交流が少なく、身近な人とコミュニケ

ーションを図る場を求めて本研修に参加し

様子であったため、

2014 年 8 月 5

「お茶っこ飲み

会」を開催し、

住民同士の相互

交流の促進を図

 

東北大学の上田一気先生、松本和紀先生

らが中心となって、宮城県石巻市

けの「こころのエクササイズ研修」が実施

され、分担研究者らが共催した。

③スタッフ向け研修 

福島県楢葉町は、東日本大

東京電力福島第一原発事故の影響で全町避

いるが、2015 年

町計画が進んでいる。このような実情を踏

まえて、福島県楢葉町住民福祉課の保健師

等から、帰町後の町民のこころの健康をサ

ポートする支援員の育成に簡易版認知行動

療法プログラムを導入したいという依頼を

受けた。そこで、心身の健康を維持しなが

ら町民が生活できること、また、町民の誰

もが心と体の健康づくりを支援する担い手

になることを目的に、簡易型認知行動療法

「支援者のための心の健康

サポート研修会」を企画することにした。

回で構成し、社会福祉協議会

職員、町村保健師、看護師、こころのケア

センター職員などの専門家の他、

委員、食生活改善委員、生き活き健康大学

修了者、各種サークルリーダー、健康づく

士の交流が少なく、身近な人とコミュニケ

ーションを図る場を求めて本研修に参加し

様子であったため、聴き上手ボ

5 日に同地区で

東北大学の上田一気先生、松本和紀先生

石巻市で市民向

けの「こころのエクササイズ研修」が実施

され、分担研究者らが共催した。 

福島県楢葉町は、東日本大震災直後から

東京電力福島第一原発事故の影響で全町避

年 4月以降の帰

。このような実情を踏

まえて、福島県楢葉町住民福祉課の保健師

等から、帰町後の町民のこころの健康をサ

ポートする支援員の育成に簡易版認知行動

療法プログラムを導入したいという依頼を

受けた。そこで、心身の健康を維持しなが

ら町民が生活できること、また、町民の誰

もが心と体の健康づくりを支援する担い手

簡易型認知行動療法

「支援者のための心の健康

サポート研修会」を企画することにした。

社会福祉協議会

職員、町村保健師、看護師、こころのケア

の専門家の他、民生児童

委員、食生活改善委員、生き活き健康大学

修了者、各種サークルリーダー、健康づく

士の交流が少なく、身近な人とコミュニケ

ーションを図る場を求めて本研修に参加し

聴き上手ボ

日に同地区で

東北大学の上田一気先生、松本和紀先生

で市民向

けの「こころのエクササイズ研修」が実施

震災直後から

東京電力福島第一原発事故の影響で全町避

月以降の帰

。このような実情を踏

まえて、福島県楢葉町住民福祉課の保健師

等から、帰町後の町民のこころの健康をサ

ポートする支援員の育成に簡易版認知行動

療法プログラムを導入したいという依頼を

受けた。そこで、心身の健康を維持しなが

ら町民が生活できること、また、町民の誰

もが心と体の健康づくりを支援する担い手

簡易型認知行動療法

「支援者のための心の健康

サポート研修会」を企画することにした。

社会福祉協議会

職員、町村保健師、看護師、こころのケア

児童

委員、食生活改善委員、生き活き健康大学

修了者、各種サークルリーダー、健康づく

り事業修了者

して実施した

また、

ッフが簡易型認知行動療法教育プログラム

を行えるようになることを目的に、保健師、

精神保健福祉士、栄養士等を対象にした認

知行動療法の勉強会を開催した

詳細は表１に示す）

 
D.考察
本研究班では、平成

県の地域

簡易型認知行動療法

成し

アセンター

と協働して同

展開

のプログラムの導入を希望する地域を募り、

福島県楢葉町

ルスを支える支援員の育成

プログラムを

して、

民向け研修、

施し

また、

ムの

マテリアルを作成した

イント教材

他地域でも本教育資材を用いて

が行えるよう

分担研究者らが作成した

療法プログラム

て、

導入され

に岩手医

ターが認知行動療法を活用した研修が

実施

り事業修了者など

て実施した。

また、女川町では、町民

ッフが簡易型認知行動療法教育プログラム

を行えるようになることを目的に、保健師、

精神保健福祉士、栄養士等を対象にした認

知行動療法の勉強会を開催した

詳細は表１に示す）

 
考察 
本研究班では、平成

県の地域支援者が求めるニーズを把握し

簡易型認知行動療法

成した。翌年度は

アセンター、ふくしま心のケアセンター

と協働して同プログラムを他地域

展開する試みを実施

のプログラムの導入を希望する地域を募り、

福島県楢葉町へ

ルスを支える支援員の育成

プログラムを導入した

して、４つのボランティア研修、

民向け研修、４つの

施した。 

また、簡易型認知行動療法教育プログラ

の教育資材として

マテリアルを作成した

イント教材等を収め

他地域でも本教育資材を用いて

が行えるように

分担研究者らが作成した

療法プログラム

て、各被災地域の実情に合った

導入されていっ

に岩手医科大学や岩手県こころのケアセン

ターが認知行動療法を活用した研修が

実施されていたが、

など、幅広い層を研修対象

。 

では、町民に対して保健スタ

ッフが簡易型認知行動療法教育プログラム

を行えるようになることを目的に、保健師、

精神保健福祉士、栄養士等を対象にした認

知行動療法の勉強会を開催した

詳細は表１に示す） 

本研究班では、平成 24

支援者が求めるニーズを把握し

簡易型認知行動療法教育プログラム案を作

翌年度は東北大学や

ふくしま心のケアセンター

プログラムを他地域

する試みを実施した。最終年度は、こ

のプログラムの導入を希望する地域を募り、

へ帰町後の町民のメンタルヘ

ルスを支える支援員の育成

導入した。これらの活動を通

ボランティア研修、

４つのスタッフ向け研修

簡易型認知行動療法教育プログラ

として、小冊子と２冊の

マテリアルを作成した。教材

を収めた CD

他地域でも本教育資材を用いて

に工夫した。

分担研究者らが作成した

療法プログラムは、宮城、福島両県

各被災地域の実情に合った

ていった。また、

科大学や岩手県こころのケアセン

ターが認知行動療法を活用した研修が

されていたが、簡易版認知行動療法プ

広い層を研修対象

に対して保健スタ

ッフが簡易型認知行動療法教育プログラム

を行えるようになることを目的に、保健師、

精神保健福祉士、栄養士等を対象にした認

知行動療法の勉強会を開催した（各研修の

24 年度には被災

支援者が求めるニーズを把握し

教育プログラム案を作

東北大学やみやぎ心のケ

ふくしま心のケアセンター

プログラムを他地域において

た。最終年度は、こ

のプログラムの導入を希望する地域を募り、

帰町後の町民のメンタルヘ

ルスを支える支援員の育成研修として、

これらの活動を通

ボランティア研修、６つの

スタッフ向け研修

簡易型認知行動療法教育プログラ

、小冊子と２冊の

教材にはパワーポ

CD-ROMを付属し

他地域でも本教育資材を用いて簡便に

工夫した。 

分担研究者らが作成した簡易版認知行動

宮城、福島両県におい

各被災地域の実情に合ったスタイルで

また、岩手県では、既

科大学や岩手県こころのケアセン

ターが認知行動療法を活用した研修が

簡易版認知行動療法プ

広い層を研修対象と

に対して保健スタ

ッフが簡易型認知行動療法教育プログラム

を行えるようになることを目的に、保健師、

精神保健福祉士、栄養士等を対象にした認

研修の

被災 3

支援者が求めるニーズを把握して、

教育プログラム案を作

みやぎ心のケ

ふくしま心のケアセンター等

において

た。最終年度は、こ

のプログラムの導入を希望する地域を募り、

帰町後の町民のメンタルヘ

研修として、本

これらの活動を通

６つの市

スタッフ向け研修を実

簡易型認知行動療法教育プログラ

、小冊子と２冊の研修

にはパワーポ

を付属し、

簡便に研修

簡易版認知行動

におい

スタイルで

岩手県では、既

科大学や岩手県こころのケアセン

ターが認知行動療法を活用した研修が既に

簡易版認知行動療法プ



ログラム教育資材を現場でも活用して、町

民向け、スタッフ向けのさまざまな研修が

展開した旨の報告を受けた。 

被災地では震災後 3 年半が経過し、これ

まで居住してきた仮設住宅を離れて災害復

興公営住宅へ移ったり、新たな土地で居を

構えるなど、これまで培ってきた仮設住宅

でのコミュニティを失い、新たなコミュニ

ティを再編する必要に迫られる時期に移行

している。このような過渡期にあって、支

援にあたる専門職自身も、今後、自分たち

の町でどのような支援活動を行えばよいか

を模索している状態にある。 

本研究班では、3 年をかけて簡易型認知

行動療法という手法を用いて地域の支援員

やボランティア育成、町民向け、スタッフ

向けの研修を行ってきた。これらの研修の

企画・運営実施を通して、認知行動療法の

スキルを学び日頃のストレス対処や身近な

人との付き合い方に活かしてもらうだけで

なく、地域の保健スタッフと町民とが、自

分の地域のメンタルヘルス活動をどのよう

に進めたいのかを共に考える機会になった

といえる。 

 
E．結論 
本研究班では、災害後のうつ病予防のた

めの簡易型認知行動療法教育プログラムを

開発し、関連の教育資材を作成した。また、

この簡易型認知行動療法教育プログラムは、

一般市民向け、ボランティア育成向け、ス

タッフ向けの研修など、各地域のニーズに

合わせた形で被災地域に展開することがで

きた。 
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